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ZF と Faurecia 社がステアリングホイールとペダルの無

い安全な内装デザイン「Trendsetting Cockpit」を提案 
 

 ZF と Faurecia 社による、完全自動運転車両（レベル 4）のための

ステアリングホイールとペダル類が不要な操作・ディスプレイコ

ンセプト 

 センターコンソールに制御レバーが装備されており、ドライバー

による運転時には前席の左右どちらの席でも運転が可能 

 ディスプレイと視覚操作は高い柔軟性を提供し、走行中の操作を

簡素化 

ドイツ、フリードリヒスハーフェン発 -  ZFでは、完全自動運転の配

送トラックから未来のロボットタクシーまで、研究開発を行っていま

す。自動運転レベルの進歩にともない、運送業におけるドライバーの

仕事場である車内にも新たなコンセプトが求められています。ZFと

Faurecia社が共同開発した「Trendsetting Cockpit」は、このような

ニーズに応えるコンセプトのひとつです。ステアリングホイールとペ

ダル類は不要になり、3枚のモニターが情報を提供し、 ドライバーは

左右どちらのシートに座るか自由に選択することができます。走行中

の柔軟性が向上し、移動の自由度が高まり、新たな運転動作の可能性

が生まれます。特にコックピットのデザインと通信コンセプトは、ZF

と協業関係にあるFaurecia社が手がけました。 

 

ZF の統合ビークルセーフティー・ディレクター、ウーヴェ・クラスは

、「ZF の『Trendsetting Cockpit』は、大型タクシーや集配車両のド

ライバーに、車の自動化の流れの中で求められる多くの自由をもたら

します」と説明します。さらに、Faurecia コックピット・オブ・フュ

ーチャー・チームでシステム・インテグレーションを担当するエリッ

ク・ヴァネルは次のように付け加えます。「運転操作以外にも適した自

由な空間を車内に確保し、運転席と助手席の区別をなくしました。」 

 

主なメリットの一つとして、レベル 4のトラックでオートパイロット

による運転がされるようになった場合には、ドライバーは移動中に他

の事を行うことが可能になります。その際ステアリングホイールとペ

ダル類は しばしば乗り降りの妨げになります。ZF と Faurecia の「

Trendsetting Cockpit」は、それら従来型の操作用装置から車を解放し

ます。操舵、加速、そして制動を担うアクチュエーターは、車載コン

ピュータである ZF ProAI からの命令を受けて作動します。  
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自由な座席選択 

ドライバーが手動で運転操作をしたい、またはしなければならないと

きは「Trendsetting Cockpit」の統合制御レバーで簡単に運転操作を行

う事ができます。加減速、方向転換はほとんど指一本で可能になりま

す。このZFとFaureciaの制御コンセプトによってドライバーは前席の

右左のどちらに座るかを選ぶ事ができるようになります。この自由度

はさまざまな配送状況に対応するという点だけでなく、タクシードラ

イバーにとってもメリットがあります。乗客にいつでも簡単で快適、

その上安全な乗車方法を提供できるということはその一例です。また

トラックやバンのメーカーはそれぞれの国の法規に対応して右ハンド

ル車と左ハンドル車の両方を準備する必要がなくなり、生産性が向上

します。 

 

すべてをモニター画面で 

「Trendsetting Cockpit」では、中央に配置されたタッチスクリーンを

利用する事で、ウィンカーやクラクション、ワイパーといった機能を

左右どちら側からでも操作することもできます。現在の車両にあるよ

うな一般的な操作や表示のための装置類は不要になります。その代わ

りとして、ZFと Faureciaはダッシュボードの上の左右に2つのモニタ

ーを追加しました。これらはドライバーが座っている位置に対応し、

様々な使い方をすることができます。例として 1つは、車速など現在

の車でメーターパネルに一般的に表示されている情報を表示するモニ

ター。もう 1つは完全自動走行中に仕事の処理や、計画を立てるのに

使用可能なモニターです。ステアリングホイールが装備されていない

ため、モニターへの視界またはアクセスを邪魔されることもありませ

ん。  

 

 

 

写真： 

ZF と Faurecia の「Trendsetting Cockpit」：ステアリングホイールと

ペダル類を廃し、直感的な操作と表示コンセプトを採用することで室

内空間の自由度を高めました。 

 

画像：ZF 
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本件に関するお問い合わせ先： 

Robert Buchmeier, Head of Technology and Product Communications, 

Heritage Communications, 

Tel.: +49 7541 77-2488, e-mail: robert.buchmeier@zf.com 

 

Frank Discher, Technology and Product Communications, 

Tel: +49 7541 77-960770, e-mail: frank.discher@zf.com 

 

コーポレート・コミュニケーション 中村典子 

JapanPresse.TKY@zf.com 

 
 

ZF Friedrichshafen AG について 

ZF は 駆動系、シャシ・テクノロジーおよびアクティブ&パッシブ・セーフティ・テクノロジーの分

野で世界をリードする自動車関連部品のグローバル・サプライヤーです。総従業員数はおよ

そ 14 万人、世界 40 カ国に 230 の生産拠点を展開しています。2017 年のグループ総売上は

暫定で約 360 億ユーロです。新たな価値を生み出す革新的な製品を提供し続けるため、ZF 

では毎年、総売上の約 6 パーセントを研究開発に投資しています。また、ZF は、世界最大の

自動車サプライヤーの 1 社です。 

 

ZF は、くるまの「見て、考えて、動かす(see, think, act)」を可能にします。その技術により、ZF

はビジョン・ゼロ（交通事故ゼロ）やエミッションフリーのモビリティの世界に向けて取り組んで

います。 幅広いポートフォリオを持ち、自動車、商用車、および産業技術分野におけるモビリ

ティとサービスを進化させていきます。 

 

プレス関係者向け詳細情報および画像データ等はこちらをご覧ください www.zf.com 
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